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目的 

• さまざまな課題作品を瞬時に画像化できデータベースにするこ
とで、学生作品情報を教員間で共有し活用することができる。 

 

• 学生自身は蓄積された個別の作品データを閲覧・活用すること
で、ポートフォリオ制作が容易になる。 

 

• 卒業制作の分野決定、就職に関する指導・支援に対し、学生の
適性を判断しアドバイスすることができる。 

 







計画・方法 
 

• 個人情報であるため、安全には最大限に配慮し利用は学内ネッ
トワークで限定する。 

• 教員が活用しやすくインターフェースが使いやすいこと。 

• 導入後のメンテナンスが学科内で可能なこと。 

• 新入生の情報入力が簡単なこと。 

• 学科内の入試・教務の情報が利用可能であること。 

•  新たにサーバを構築し、端末として専任教員分のiPadを用意
すること。 

• 活用を実践し、全員がより有効に使用できるよう利用マニュア
ルを作成する。 

 











期待される成果 
 

• より多く様々な分野の学生作品を教員が知ることにより、個々
の学生に対し適確な指導・支援が可能。 

• 複数員間による情報の共有化とともに意識の共有化が図れる。 

• 学生同士の客観的・自発的な学びの促進ができる。 

• 学生自身が作品データを保存でき、ポートフォリオ作成の準備
が可能。 

• 学生は自分の作品を様々な角度から検索でき、整理されたファ
イルを見ることで自身を客観視することができ、将来の目標を
立てる上での手がかりが得られる。 


